
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会 議 名  加納高等学校 学校運営協議会（ゆめ会議かのう）（第１回） 

２ 開催日時  令和７年 ６月 ２６日（木） １３：００～１５：００ 

３ 開催場所  加納高等学校 校長室 

４ 参加者   会 長  高橋 利行 池田町教育委員会教育長（欠席） 

副会長  大宮 康一 岐阜大学准教授 

        委 員   小島 紀夫 （公財）岐阜県教育文化財団総合プロデューサー兼 

支配人（欠席） 

嘉根 礼子 サラマンカホール支配人 

杉本 昭一 アデコ株式会社未来仕事共創部 

ソーシャルイノベーション課 課長（欠席） 

             平木 一弘 加納西自治会連合会代表 

             水野 律子 加納まちづくり会会長 

             加藤 里栄 PTA会計 

 

              学校側   高橋 宗彦     校長 

                       須藤 亜由子   教頭 

                          小森 久美子   事務部長 

                          藤田 英博     普通科主任 

             青木 智宏   研修主事 

              西川 かおり  教務部担当 

 

５ 会議の概要 

（１）開会挨拶・趣旨説明 

（２）美術科について（デッサンコンクールの見学） 

（３）加納高校の現況等（学校運営基本方針を含む） 

 

意見１：感動した。機会があれば普通科・音楽科の生徒にも、完成した作品だけでなく、制

作過程や普段の生活を見てもらえると、科の垣根が低くなるのでは。 

     ⇒お互いを知り、共感することが誰かの背中を押すことにつながる。 

 意見２：「何か得るためには、捨てる」など美術科教員の言葉は、美術科の生徒だけでな

く普通科や音楽科の生徒にも通じるもので、大人にも響く言葉である。 

 意見３：切磋琢磨できる仲間がいることがうらやましく、いい環境である。さらに、音楽

科も美術科もいる中で勉強ができる、というのは確実に加納高校のアドバンテー

ジである。何かの形でこのアドバンテージを生かしてほしい。 

 意見４：他学科の生徒が制作の過程を見てもよい時間を作ってもよいのではないか。厳し

い世界に若い先生方がいるのもよかった。受験を潜り抜けた直近の新しい体験が

生徒にとって距離が近いものとうつるのではないか。 

 



 意見５：競争できる環境がすばらしい。結果勝負の世界で鍛えられる。英語など、共通の

科目は普通科・音楽科・美術科で一緒にするなどはできるとよいのではないか。 

 

６ 会議のまとめ 

  普通科・音楽科・美術科の３学科が並置されていることが本校最大の魅力であることを

確認した。引き続き３学科の交流の検討を進める。本会議で、今年度の本校の学校計画を

踏まえた学校運営基本方針について承認が得られた。次回は音楽科の授業を参観し、３学

科の交流についての意見を聴取する。 


